
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１９ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 数学Ⅰ （実教出版） 

副教材等 アクセスノート 数学Ⅰ 新課程版（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業は、内容の理解、問題演習、発表という形で進んでいきます。 

・補充プリントも追加していきますので、整理用のファイルを準備してください。 

・問題集も授業の進度に合わせて、解答していってください。 

・問題を解くときにはじっくり考えて、丁寧に、初めて見る人であっても考え方が理解できる 

ように途中式を省略せずに完成してください。 

・定期考査ごとにノート、問題集を提出してもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数と式、２次関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象 

を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技術を身につけるよう 

にする。また、計算力の強化を図り、苦手な分野であってもあきらめずに粘り強く取り組む姿勢

を養う。数学が社会の中でどのように活かされているかを認識できるよう学習します。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式、２次関数について

の基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解するとと

もに、事象を数学化したり、

数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理したりする

技能を身につけている。 

問題を解決する際に、既に学

習した計算の方法と関連付

けて、式を多面的に捉えたり

目的に応じて適切に変形し

たりする。２つの数量の関係

に着目し、日常の事象や社会

の事象などを数学的に捉え、

問題を解決したり、解決の過

程を振り返って事象の数学

的な特徴や他の事象との関

係を考察したりすることが

できる。 

 

数と式、２次関数を通して数

学の良さを認識し、数学を活

用しようとする態度、粘り強

く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度、問

題解決の過程を振り返って

考察を深めたり、評価・改善

したりしようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

式

の

計

算 

整式とその加法・減法 

整式の乗法 

因数分解 

a:乗法公式、因数分解の公式の意味

や複雑な式が簡単に帰着できること

を理解するとともに、式を目的に応

じて変形することができる。 

b:学習した計算方法と関連付けて、

式を多面的に考察することができる 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

補充 

プリント 

 

レポート 

 

ノート 

 

問題集 

 

振り返り

シート 

 

レポート 

発表 

実
数 

実数 

根号を含む式の計算 

 

a:数を実数まで拡張することの意義

や実数が数直線上の点と１対１に対

応していることを理解するととも

に、簡単な無理数の計算ができる。 

b:身近にある無理数の値や比に用い

られる無理数の性質や特徴について

考察することができる。 

c:身近にある無理数の値や比に用い

られる無理数に興味を持ち、その性

質や特徴について調べることができ

る。 

２
学
期 

１
次
不
等
式 

 

不等号と不等式 

不等式の性質 

１次不等式 

a:１次不等式の解を求めることがで

きる。 

b:不等式の理解を深め、式を多面的

に捉えて問題を考察することができ

る。 

c:日常の事象や社会の事象などを数

学的に捉え、１次不等式を問題解決

に活用しようとしている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

補充 

プリント 

 

レポート 

 

ノート 

 

問題集 

 

振り返り

シート 

 

レポート 

発表 

２
次
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ 

関数とグラフ 

２次関数のグラフ 

２次関数の最大・最小 

a:２次関数の値の変化やグラフの特

徴について理解しており、平行移動

を利用して２次関数のグラフを描く

ことができる。 

b:２次関数の式とグラフについての

理解を深め、多面的に考察すること

ができる。 

c:２次関数とそのグラフの性質や特

徴について関心をもち、それらを２

次関数の考察に活用しようとしてい

る。 
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３
学
期 

２
次
方
程
式
と
２
次
不
等
式 

２次関数のグラフと２次

方程式 

２次関数のグラフと２次

不等式 

a:２次関数のグラフと関数の値の変

化における基本的な概念を理解し、

最大値や最小値、２次方程式・２次

不等式の解を求めることができる。 

b:日常の事象や社会の事象などを数

学的に捉え、問題を解決したり考察

したりすることができる。 

c:２次関数とそのグラフを用いるこ

との有用性を認識し、値の変化や２

次方程式・２次不等式の考察に活用

しようとしている。 

定期考査 

 

小テスト 

定期考査 

 

補充 

プリント 

 

レポート 

 

ノート 

 

問題集 

 

振り返り

シート 

 

レポート 

発表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


